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図2 線条体の神経細胞における神経突起伸展の誘導
16日目のマウス胎児から線条体を取り出し,細胞を
単離した後,培養 した｡(a)無血清培地,(b)2-MEを
添加した培地,(C)BIM 細胞の培養上清液と2-ME
を添加した培地,(d)VR-2g細胞の培養上清液と2
-MEを加えた培地｡2-MEは神経細胞の生存率に
は効果があるが,神経突起の伸展には誘導効果がな
いことに注意｡
図3 大脳皮質の神経細胞の突起伸展に対する2-MEの効
果
18日目のマウス胎児脳の大脳皮質細胞を培養 した｡
(a)無血清培地,(b)2-MEを添加した培地｡神経突起
の形成が誘導されている｡
調べたところ,線条体神経細胞に対しては,2-ME
は単独では分化促進効果はなかったが (図2b),
2-MEを培養上清液 (神経栄養因子)と同時に加
えると神経細胞の分化に対して相乗効果を示した
(図2C,d)｡ これに反して,大脳皮質神経細胞に
対しては2-MEは単独で分化促進効果を示し(図
3b),ここへ神経栄養因子を加えると細胞分化は
加算的に増加した.2-ME単独の時,細胞分化促
進効果が線条体神経細胞と大脳皮質神経細胞とで
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異なることは,たい-ん興味深い｡この理由はま
だ不明であるが,両神経組織の発生分化時期の相
違が関係しているかも知れない｡
4.今後の展望
2-MEの神経細胞の生存と分化に対する極めて
顕著な効果は,予想もしていなかった出来事であ
る｡ このような効果が脳の各部域における神経細
胞においても普遍的に見られることは,私たちと
ほぼ同時に他の研究室からも同じような研究結果
が発表されたことからも明らかである｡もっとも,
彼らは,2-MEは神経細胞の生存を支持するだけ
で,細胞の形態変化,すなわち,細胞分化には効
果がなかったと報告している｡この点は私たちの
実験結果と異なるが,その理由は,彼らの論文を
見た限りでは,実験にもちいた培養条件の相違の
ためであるとおもわれる｡ 彼らは,高い細胞密度
で細胞を培養したが,私たちは低い細胞密度で培
養したために,個々の細胞の形態変化を感度も精
度も高く測定できたのである｡
それでは,2-MEの作用の分子機構はどんなも
のか｡免疫細胞に対する効果と同じような仕組み
で働いているのだろうか｡この問題は今後の研究
課題である｡ ここで強調したいことは,従来は,
神経細胞の初代培養法の改善は半ば経験主義的に
行われてきたが,今後は,神経細胞の細胞生物学
的特質を解明しながら,研究目的に応じて培養法
を改良していくことが可能であるということであ
る｡ 逆に言えば,従来は,神経細胞の初代培養の
用途は限られていたが,今後は,神経科学におけ
る多くの問題を初代培養系で細胞生物学的 ･分子
生物学的に研究することが可能になったと言えよ
う ｡
